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目 的 

 アレキシサイミアは，自身の感情を適切な言葉を使って表

現できないことを中心とする特性群である（Sifneos, 1996）。

その大元に主体を意識しにくいこと（梅村，2014, pp.35-37）

が考えられており，それ故に情動や身体感覚を認識しにくい

とされる。そしてアレキシサイミア傾向者のように強迫的構

えが強い者は（種田, 1988, pp.189-203 など），主体の基盤

となる身体感覚を認識しにくいことにより，我が身がどうな

ってしまうかわからない自己存在が揺らぐ恐怖があるため，

からだを拒否し信頼せず，不測のものに身を任せられず，絶

え間なく物事を制御し続けているという（福留, 2000）。こう

した強迫的構えのある者のセラピーの機序として，福留（2000）

は，任せる体験により強迫的構えが強い者が拒否し制御して

きたからだとの関係が，受け容れやすく信頼できる受容的信

頼のある関係になることを述べた。これらの主体意識につい

て一部検討を行った研究として横山（2023）があり，アレキ

シサイミア傾向者はそうでない者よりからだへの受容的信頼

感や自分が壊れてしまわないという信頼が有意に低かった。

本研究ではアレキシサイミア傾向者の強迫的構えに注目し，

更に量的検討を行った。なお，本研究は青山学院大学研究倫

理委員会および学長の承認を得て行った（承認番号：青20-7）。 

 

方 法 

2022 年 9月から 10月までの期間に質問紙調査を行った。 

調査協力者 

 大学生 133 名（性別：男性 35名，女性 97名，その他 1名

／年齢：平均値 20.04 歳，標準偏差=1.32） 

質問紙の構成 

1. The 20-item Toronto Alexithymia Scale（以下，TAS-20

とする）（小牧ら, 2003） TAS-20 は，アレキシサイミア傾向

を測定する尺度である。20項目から成り，5件法で評価する。

カットオフポイントがあり，総合点 52点未満がアレキシサイ

ミアなし（以下，N-Alex群とする），61点以上がアレキシサ

イミアとされる（以下，Alex群とする）。 

2. 失体感症尺度（以下，STSS とする)（有村ら，2012） STSS

は，身体感覚の認識不全である失体感症傾向を測定する尺度

である。22項目から成り，5件法で評価する。 

3. からだへの受容的信頼感尺度（横山，2021） からだへ

の受容的信頼感尺度は，受容的信頼に関する感覚を測定する

尺度である。10項目を 4件法で評価する。 

4. 思考の強迫性 強迫的心性尺度（竹林，2002）の下位尺

度であり，抜粋して用いた。9項目を 6件法で評価する。 

5. 自己存在実感尺度原案 武内（2018）の動作法体験尺度

の下位因子である。本研究では動作法体験ではなく，普段の

体験を訊ねた項目へ変更し，7項目を 6件法で用いた。 

6. 自分が壊れてしまわないという信頼 自分が壊れてし

まわないという信頼は自己信頼感尺度（寺崎, 2009）におけ

る下位尺度である。自己の存続や対象恒常性などを背景とし

て項目が作成されている。9項目を 6件法で評価する。 

結果と考察 

 思考の強迫性と自己存在実感尺度，壊れてしまわないとい

う信頼について，最尤法プロマックス回転で因子分析を行っ

た。因数は固有値の減衰状況および各研究で 1 因子であった

ことから1因子とした。結果，思考の強迫性は6項目（α=.738），

自己存在実感尺度は 7 項目（α=.729），壊れてしまわないと

いう信頼は 9項目（α=.875）を抽出した。 

Alex群は N-Alex群より自己存在実感が有意に低く（p<.000, 
d=-1.06），N-Alex群は Alex群よりも，思考の強迫性が有意

に高かった（p<.000, d=1.11）。自己存在実感と自分が壊れて

しまわないという信頼、自分が壊れてしまわないという信頼

とからだへの受容的信頼感の間に有意な中程度の正の相関が

認められた（p<.000,r=.41; r=.44; p<.000）。からだへの受

容的信頼感と STSS合計得点，STSS合計得点と自己存在実感

の間に有意な中程度の負の相関が認められた（p<.000, 
r=-.46; p<.000, r=-.41）。よって，アレキシサイミア傾向者

の主体意識と強迫的構えについての理論は概ね支持された。 
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